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二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
度
高
岡
教
区
臨
時
教
区
会
の
報
告 

 

去
る
七
月
一
日
（
金
）、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
に
お
い

て
平
成
二
十
八
年
度
臨
時
教
区
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
七

年
度
高
岡
教
区
各
種
会
計
決
算
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
上
、
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

決
算
の
内
容
に
つ
い
て
、
教
区
一
般
会
計
の
総
額
で
は
、
平

成
二
十
八
年
度
に
繰
越
さ
れ
る
二
十
七
年
度
剰
余
金
が
五
百
六

十
九
万
三
千
五
百
五
十
五
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の
大

き
な
特
徴
と
し
て
、
任
意
会
計
と
し
て
処
理
を
し
て
い
た
免
物

に
か
か
る
会
計
の
剰
余
金
一
千
六
百
九
十
九
万
七
百
八
十
七
円

を
教
区
一
般
歳
計
に
繰
り
入
れ
、
高
岡
教
区
教
学
財
団
へ
一
千

万
円
、
特
別
会
計
「
平
衡
資
金
積
立
」
歳
計
へ
四
百
万
円
、
新

設
し
た
特
別
会
計
「
免
物
会
計
」
歳
計
へ
二
百
九
十
九
万
七
百

八
十
七
円
を
回
金
し
た
た
め
、
例
年
よ
り
歳
入
・
歳
出
と
も
大

幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
全
体
で
予
算
額
に
対
し
、
五
十
九

万
三
千
五
百
七
十
九
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
二

十
七
年
度
定
期
教
区
会
で
、「
教
区
賦
課
金
」
を
減
免
措
置
に
よ

る
五
十
五
万
七
千
四
百
八
十
二
円
を
減
額
と
し
た
こ
と
や
、「
雑

収
入
」
を
教
務
所
長
伝
達
回
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
出

向
ご
法
礼
の
減
、
各
種
懇
志
教
務
所
事
務
費
の
減
、
職
員
研
修

旅
行
を
取
止
め
た
こ
と
に
よ
る
参
加
費
収
入
減
な
ど
で
七
十
三

万
三
千
九
百
九
十
四
円
を
減
額
し
た
な
ど
、
予
算
補
正
で
減
額

し
た
こ
と
に
よ
り
予
算
額
よ
り
収
入
が
増
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
会
議
費
を
三
月
の
予
算
補
正
の
折

に
会
合
数
増
に
よ
り
二
十
二
万
円
の
増
額
を
し
ま
し
た
こ
と
も

あ
り
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
教
務
所
費
も
職
員
退
職
・

勤
務
体
制
変
更
に
よ
り
四
百
四
十
八
万
四
千
円
の
減
の
予
算
補

正
を
し
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
予
算
額
に
近
い
支
出
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
費
目
に
つ
い
て
は
予
算
額
通
り
執
行
い
た
し
て

お
り
ま
す
。 

次
に
、
教
区
特
別
会
計
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
述

し
ま
し
た
よ
う
に
一
般
会
計
よ
り
四
百
万
円
を
平
衡
資
金

積
立
会
計
回
金
し
て
お
り
ま
す
。
転
退
職
積
立
会
計
つ
い
て

は
、
昨
年
度
二
名
の
退
職
が
あ
っ
た
た
め
予
算
補
正
を
し
ま

し
た
が
、
そ
の
予
算
額
通
り
退
職
金
支
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
対
策
費
で
は
、
教
区
内
寺
院
の
火
事
見
舞
金
と
東
日
本

大
震
災
関
係
の
会
議
費
の
支
出
を
し
て
お
り
ま
す
。
教
化
資

料
作
成
費
で
は
、
収
入
の
平
成
二
十
六
年
度
剰
余
金
が
増
と

な
っ
た
こ
と
や
、
支
出
の
書
籍
購
入
費
が
減
額
と
な
っ
た
た

め
平
成
二
十
八
年
度
へ
の
繰
越
見
込
金
が
大
幅
な
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
推
進
費
で
は
、
各
組
へ
お
の

活
動
事
務
費
を
支
出
い
た
し
ま
し
た
。
新
設
し
た
免
物
会
計

で
は
、
収
入
の
免
物
交
付
に
か
か
る
免
物
冥
加
を
三
十
万
円

増
に
予
算
補
正
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
予
算
額
よ
り
更
に
五

十
万
円
以
上
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
以
上
が
、
平
成
二
十

七
年
度
教
区
各
種
会
計
決
算
の
概
要
で
す
。 

そ
の
他
の
審
議
事
項
と
し
て
、
三
月
の
定
期
教
区
会
で
宗

務
調
査
研
究
委
員
会
に
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
区
令
案

が
承
認
さ
れ
て
お
り
、
教
区
の
将
来
構
想
の
立
案
に
向
け
た

教
区
に
内
在
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
諮
問
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
委
員
会
構
成
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、

十
二
名
の
委
員
と
委
員
長
に
佐
々
木
秀
誠
議
員
（
関
野
組
選

出
）、
副
委
員
長
に
門
田
忠
行
議
員
（
射
水
組
選
出
）
が
選
出

さ
れ
た
。
ま
た
報
告
事
項
と
し
て
、「
災
害
救
援
委
員
会
」
か

ら
東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
報
告
が
あ
り
、
平
成
二
十
七
年

度
活
動
報
告
並
び
に
支
援
金
の
現
況
報
告
、
今
後
の
活
動
予

定
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
高

岡
教
区
教
学
財
団
の
活
動
報
告
・
決
算
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。 

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
度
財
団
理
事
・
評
議
員
会
報
告 

 
去
る
六
月
十
三
日
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
研
修
室
に
お
い 

 高
岡
教
区 
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て
平
成
二
十
八
年
度
一
般
財
団
法
人
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
高
岡
教
区
教
学
財

団
理
事
会
が
、
ま
た
、
六
月
三
十
日
、
同
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十

七
年
度
教
学
財
団
事
業
報
告
並
び
に
各
種
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
慎
重
審
議

の
上
、
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
七
年
度
高
岡
教
区
教
学
財
団
各
種
決
算
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
事
業

活
動
収
入
に
お
い
て
、
受
取
会
費
で
、
教
学
開
発
室
賛
助
会
費
が
予
算
額
に
対

し
五
十
八
万
五
千
円
の
大
幅
な
増
と
な
っ
て
お
り
、
多
数
の
方
よ
り
賛
助
会

費
を
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
事
業
収
入
の
講
座
受
講
料
収
入
で
は
聖

典
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
料
を
収
納
し
、
受
取
賃
貸
料
収
入
で
は
、
会
館
使
用
料
等

の
収
納
を
い
た
し
ま
し
た
。
補
助
金
等
収
入
と
し
て
、
教
区
か
ら
免
物
会
計
の

特
別
会
計
化
に
伴
う
還
元
金
の
一
千
万
円
と
教
区
か
ら
の
財
団
運
営
助
成
金

と
し
て
の
百
万
円
を
収
納
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
次
に
、
事
業
活
動
支
出
で
は
、

事
業
費
支
出
の
な
か
、
通
信
運
搬
費
支
出
に
お
い
て
は
主
に
郵
送
料
の
支
出
、

修
繕
費
で
は
、
会
館
ト
イ
レ
改
装
（
洋
式
便
器
化
）、
礼
拝
堂
照
明
入
替
、
会

館
清
掃
料
、
ダ
ス
キ
ン
使
用
料
等
を
支
出
し
て
お
り
ま
す
。
印
刷
製
本
費
支
出

で
は
教
学
開
発
室
の
研
究
活
動
が
な
い
た
め
に
経
費
の
支
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。

光
熱
水
料
費
支
出
で
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
金
の
支
出
、
保
険
料
支
出
で

は
Ｊ
Ａ
火
災
保
険
料
の
支
出
を
い
た
し
ま
し
た
。
諸
謝
金
支
出
で
は
、
各
種
講

師
礼
等
を
支
出
、
負
担
金
支
出
で
は
会
館
永
代
経
・
報
恩
講
等
の
供
物
・
仏
華
・

弁
当
代
・
そ
の
他
を
支
出
い
た
し
ま
し
た
。
助
成
金
支
出
は
、
教
区
児
童
念
仏

奉
仕
団
に
対
す
る
助
成
金
で
す
。
雑
支
出
で
、
新
法
人
設
立
に
と
も
な
う
登
記

料
を
支
出
い
た
し
ま
し
た
。
管
理
費
支
出
の
う
ち
、
光
熱
水
料
費
は
灯
油
代
の

支
出
で
す
。
以
上
が
、
平
成
二
十
七
年
度
教
学
財
団
各
種
会
計
決
算
の
概
要
で

す
。 

        

  

                              西本願寺高岡会館 永 代 経 法 要 の ご 案 内  

下記の通り高岡会館の永代経を勤めます。お誘いあわせてお参りください。 

日 時：７月１５日（金） 日中―午前１０時・逮夜―午後１時半 

法 話：高岡教区布教団布教大会 

午 前； 安居美可子氏（高岡市伏木 禅龍寺衆徒） 古石夏丸氏（南砺市北市 円勝寺住職） 

午 後； 麻生尚子氏（高岡市伏木 浄光寺衆徒）  織田隆夫氏（高岡市石堤佐野 長光寺住職） 

※お昼にお斎（お弁当）を準備しております。午前・午後あわせてお参りください。 

 

 

平成２８年度 

「教区賦課金」 

納入について 

５月当初、各ご寺院様

宛に教区賦課金の告知書

を送付させて頂きまし

た。 

納入期日は告知書に記

載してありますように前

期分が７月３１日、後期

分が１２月２５日迄とな

っておりますので早期の

納入をお願い致します。

尚、今年度の教区賦課金

は２０１５（平成２７）年

度の宗派賦課金の１２

０％が依頼額となってお

ります 

高岡教区黎明・諸種講座の開催について 

下記の日程にて２０１６年度の黎明・諸種講座を開催いたしますので、 
お参りくださいますようお願いいたします。 

里見淳英氏（福井教区・本願寺派布教使） 

８月１日午前５時～ 糸岡組法圓寺   ８月２日午前５時～ 砺波組妙寿寺 

巣山一哉氏（富山教区・布教団副団長） 

８月１日午前５時～ 若神組善興寺   ８月２日午前５時～ 川上組永念寺 

丸山文雄氏（新潟教区・本願寺派布教使） 

８月１日午後７時～ 若神組善興寺   ８月２日午前５時～ 若神組善興寺 

８月３日午前５時～ 砺波組光厳寺 

山田教尚氏（東海教区・布教団副団長） 

８月４日午前５時～ 砺波組報恩寺   ８月４日午後２時～ 川上組福光教堂 

石川了英氏（富山教区・本願寺派布教使） 

８月４日午後２時～ 戸出コミュニティセンター 
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◇
『
第
２
連
区
門
徒
推
進
員
研
修
協
議
会
』 

去
る
六
月
十
八
日
十
九
日
の

両
日
、
金
太
郎
温
泉
（
魚
津
市
天

神
野
新
）
に
お
い
て
、
富
山
教
区

主
催
『
第
２
連
区
門
徒
推
進
員
研

修
協
議
会
』
が
開
催
さ
れ
、
高
岡

教
区
か
ら
は
門
徒
推
進
員
二
十

四
名
が
参
加
し
た
。 

 

今
回
の
研
修
会
は
「
み
教
え

は
暮
ら
し
の
中
で
生
き
て
い
ま

す
か
？
」
が
テ
ー
マ
。 

講
師
の
巣
山
一
哉
師
（
富
山
教

区
富
山
南
組
円
福
寺
住
職
・
元
教

区
相
談
員
）
が
、
浄
土
真
宗
の
寺

が
村
や
町
の
中
に
建
っ
て
い
る

の
は
、
世
俗
の
中
で
生
き
る
人
々

の
苦
悩
を
対
象
と
し
た
教
え
だ

か
ら
で
あ
り
、
「
在
家
仏
教
だ
か

ら
こ
そ
世
間
の
苦
し
み
、
わ
れ
わ
れ
と
密
接
に
関
わ
る
、
家
庭
・
地
域
・
差
別
・

憲
法
の
問
題
も
浄
土
真
宗
の
課
題
で
あ
る
」
と
講
義
さ
れ
た
。 

そ
れ
を
受
け
た
話
し
合
い
や
全
体
協
議
会
で
は
、
「
推
進
員
に
お
い
て
も
、

ヤ
ス
ク
ニ
・
差
別
問
題
や
社
会
問
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
を
疑
問
視
す
る

声
が
あ
る
の
は
、
他
者
の
苦
悩
を
他
所
事
と
受
け
止
め
る
真
宗
理
解
が
蔓
延

し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
」
と
い
っ
た
指
摘
や
、「
凡
夫
と
い
う
の
は
自

分
の
ふ
る
ま
い
を
正
当
化
す
る
た
め
の
言
い
訳
で
は
な
く
、
自
分
の
罪
悪
性

と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
、
門
徒
推
進
員

の
問
題
意
識
の
高
さ
が
窺
え
る
よ
う
な
研
修
会
で
あ
っ
た
。 

 ◇
『
浄
土
真
宗
青
年
僧
侶
連
絡
協
議
会
フ
ッ
ト
サ
ル
全
国
大
会
』 

去
る
六
月
二
十
九
日
（
水
）
白
山
レ
オ
ン
フ
ッ
ト
サ
ル
ガ
ー
デ
ン
（
石
川
県

白
山
市
）
に
お
い
て
、
高
岡
教
区
寺
族
青
年
会
主
催
の
『
浄
土
真
宗
青
年
僧
侶

連
絡
協
議
会
フ
ッ
ト
サ
ル
全
国
大
会
』
が
開
催
さ
れ
、
浄
土
真
宗
青
年
連
絡
協

議
会
（
浄
青
僧
）
加
盟
団
体
及
び
有
志
の
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
フ
ッ
ト
サ
ル

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
。
本
大
会
は
浄
青
僧
加
盟
団
体
が
中
心
と
な
り
、
毎

年
各
団
体
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
残
っ
た
の
は
、
高
岡
教
区
ロ
ー
タ
ス
Ｆ
Ｃ
と

大
阪
教
区
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
。 

激
戦
と
な
っ
た
決
勝
戦
は
、
大
阪
教
区
が
一
点
を
先
制
し
、
高
岡
教
区
が
そ

れ
を
追
う
展
開
と
な
っ
た
。
高
岡
は
再
三
の
攻
勢
を
仕
掛
け
る
も
、
大
阪
の
堅

守
に
阻
ま
れ
苦
し
い
展
開
。
そ
の
ま
ま
試
合
終
了
か
と
思
わ
れ
た
残
り
一
分

半
前
、
高
岡
が
同
点
ゴ
ー
ル
を
決
め
、
勝
負
は
延
長
に
も
つ
れ
込
ん
だ
。 

延
長
戦
も
一
点
を
め
ぐ
る
激
し
い
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
終
了
間

際
に
高
岡
教
区
が
敵
ゴ
ー
ル
前
で
Ｐ
Ｋ
を
獲
得
。 

大
阪
は
選
手
全
員
を
ゴ
ー
ル
前
に
並
べ
て
完
全
な
ガ
ー
ド
体
制
に
入
っ
た

が
、
キ
ッ
カ
ー
の
奥
高
選
手
（
糸
岡
組
）
が
相
手
選
手
の
両
足
の
間
を
抜
く
シ

ュ
ー
ト
を
決
め
、
劇
的
な
逆
転
勝
利
で
高
岡
教
区
の
二
連
覇
を
飾
っ
た
。 
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◇
『
第
九
回
中
部
・
北
陸
仏
教
婦
人
会
大
会
』
団
体
参
拝 

・『
真
宗
入
門
講
座
』
開
催
報
告 

 

去
る
六
月
二
十
四
日
（
金
）、
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
（
愛
知
県
名
古
屋

市
）
に
お
い
て
東
海
教
区
主
催
『
第
九
回
中
部
・
北
陸
仏
教
婦
人
会
大
会
』
が

開
催
さ
れ
、
高
岡
教
区
か
ら
は
大
型
バ
ス
四
台
に
て
百
五
十
名
の
仏
教
婦
人

会
会
員
が
参
加
し
た
。 

本
大
会
は
ご
門
主
ご
臨
席
の

も
と
、
約
二
二
〇
〇
人
規
模
で
行

わ
れ
、
は
じ
め
に
「
家
族
が
亡
く

な
っ
た
。
さ
ぁ
、
ど
う
す
る
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
東
海
教
区
仏

教
婦
人
会
会
員
が
問
題
提
起
の

寸
劇
を
演
じ
、
会
場
の
笑
い
を
誘

い
な
が
ら
も
、
あ
り
が
ち
な
勘
違

い
や
間
違
い
、
い
つ
か
は
必
ず
訪

れ
る
家
族
と
の
別
れ
へ
の
心
構

え
を
指
摘
す
る
内
容
に
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
巻
き
起
こ

っ
て
い
た
。
昼
食
休
憩
後
に
は

「
法
話
楽
団 

迦
陵
頻
伽
」
に
よ

る
歌
と
法
話
を
交
え
た
つ
ど
い

と
、
浅
田
恵
真
勧
学
に
よ
る
記
念

講
演
が
あ
り
、
大
会
は
盛
況
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
た
。 

ま
た
、
七
月
二
日
（
土
）、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
に
お
い
て
仏
教
婦
人
会
連

盟
主
催
の
「
真
宗
入
門
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、
五
十
一
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。 

本
研
修
会
は
、
若
い
女
性
や
今
ま
で
仏
事
な
ど
に
縁
遠
か
っ
た
方
、
基
本
的

な
こ
と
か
ら
学
び
た
い
と
い
う
方
た
ち
を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の
。
講
師
の

小
島
信
さ
ん
（
新
湊
組
聞
光
寺
衆
徒
）
が
、
仏
教
お
よ
び
浄
土
真
宗
の
基
本
的

思
想
を
、
笑
い
を
交
え
つ
つ
、
平
易
な
言
葉
で
わ
か
り
や
す
く
ご
法
話
さ
れ
た
。 

                       



 

５ 

 

 
今
般
、
来
る
七
月
二
十
七
日
に
本
山
に
て
開
催
さ
れ
る
第
一
回
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
中
央
委
員
会
に
向
け
て
意
見
具
申

を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
般
、
「
『
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
』
の
実
践
に
関
す
る
宗
則
」
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
下
記
の
通
り
意
見
具
申
致
し

ま
す
の
で
、
お
取
り
計
ら
い
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 記 

・
意
見
に
つ
い
て 

①
「
論
点
整
理
」
に
関
す
る
中
間
報
告
を
受
け
て
の
、
今
後
の
方
策
や
取
り
組
み
に
関
す
る
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
示
し
下
さ
い
。 

②
先
年
の
「
安
保
法
制
」
や
現
政
権
の
「
憲
法
改
定
」
の
動
き
に
対
し
て
、
反
対
の
意
志
を
示
す
「
総
長
声
明
」
を
早
急
に
出
し
て
下
さ
い
。 

 

・
事
由
に
つ
い
て 

 

昨
年
末
に
出
さ
れ
た
『
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
』
は
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
教
区
や
連
区
で
開
催
さ
れ
た
各
種
研
修
会
や

会
合
の
場
で
「『
戦
後
問
題
検
討
委
員
会
答
申
』（
一
九
九
六
年
）
が
全
く
踏
ま
え
ら
れ
て
い
な
い
」「
個
別
的
自
衛
権
と
集
団
的
自
衛
権
と

の
混
同
が
見
ら
れ
、
結
果
と
し
て
集
団
的
自
衛
権
の
分
析
が
な
く
、
現
行
の
『
安
保
法
制
』
へ
の
判
断
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」
な
ど
の
問

題
が
多
数
、
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。「『
宗
門
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
と
り
あ
げ
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
、
宗
門
全
体

で
平
和
に
関
す
る
学
び
を
い
っ
そ
う
深
め
る
』（
ま
え
が
き
）
こ
と
を
掲
げ
な
が
ら
、
長
大
か
つ
複
雑
、
齟
齬
の
多
い
内
容
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
の
か
が
甚
だ
不
透
明
で
す
。 

 

一
方
、
与
党
自
民
党
の
『
憲
法
改
正
草
案
』（
二
〇
一
二
年
）
で
は
「
国
防
軍
」
や
「
九
条
の
変
更
」
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
国
民
の
権
利

が
制
限
さ
れ
る
そ
の
内
容
は
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
、
現
政
権
が
「
憲
法
改
定
」

を
選
挙
公
約
に
掲
げ
る
状
況
を
迎
え
て
い
る
中
で
、「
非
戦
平
和
」
の
理
念
を
掲
げ
る
我
が
教
団
に
お
い
て
は
姿
勢
表
明
が
不
可
避
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
事
由
か
ら
、
上
記
２
点
の
意
見
具
申
致
し
ま
す
の
で
誠
意
あ
る
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

「
意
見
具
申
」
提
出
に
つ
い
て 
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 ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

     『みほとけとともに』      
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
  ◎毎 週 土 曜 日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 

◎７／23（土）：髙橋 一仁 氏 

（浄土真宗本願寺派総合研究所研究員） 

「未    定 」  

□７／24（日）：未  定 

（富山教区） 

◎７／30（土）：岡田 清子 氏 

（滋賀県浄光寺若坊守） 

「未    定 」 

◎８／６（土）：岡田 清子 氏 

（滋賀県浄光寺若坊守） 

「未    定 」  

◎８／13（土）：岡田 清子 氏 

（滋賀県浄光寺若坊守） 

「未    定 」  

□８／14（日）：初瀬部 有可氏 

（高岡教区糸岡組宝性寺） 

◎８／20（土）：岡田 清子 氏 

（滋賀県浄光寺若坊守） 

「未    定 」  

   ◇これからの日程（７/２２～８/２１）◇  

 ７月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

22 

 

 

23 

24 

25 

 

 

26 

27 

 

 

29 

 

８月 

１ 

３ 

 

５ 

６ 

 

９ 

10 

14 

 

 

20 

 

 

 

 

 

布教大会（井波別院） 

福光教堂永代経(～26) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教区平和を願うつどい 

飯舘村住民高岡教区内

へホームステイ（～９） 

聖典セミナー 

 

常例法座 

教務所お盆休み（～17） 

 

 

ビハーラ役員会 

手話サークル 

 

中央教宗修了者のつどい 

仏壮研修会 

 

 

 

仏婦執行部会 

マヤの会 

コーラス練習日 

長寿苑ビハーラ活動 

関野組夏季研修会（～30） 

於：高岡会館 

 

仏婦教材委員会 

教区児童念仏奉仕団 

（～４） 

 

 

 

コーラス練習日 

教区布教団研修会 

 

 

 

まことの保育大学講座 

（～21） 

砺波ロイヤルホテル 
 

     

     

      

    

【西本願寺高岡会館８月の常例法座】 

ご講師：   石 川 聖 子  氏 

（ 富 山 教 区 ） 

ご講題：『 ま れ な い の ち 』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２

時からお正信偈六首引のお勤めです。ど

うぞお誘いあわせてお参りください。  

得度習礼講習会申し込み期限について 

 本講習会については、教区報６月号にご案内

を同封いたしましたとおり、８月２５日（木）

～２６日（金）に福光教堂にて開催いたしま

す。 

なお、申し込みの締め切りは、８月３日

（水）までとなっておりますのでご留意くださ

い。 

※平成２６年４月１日制定の宗則により、得度

習礼については、「習礼を受けようとする者は、

別に定める場合を除き、事前に得度習礼講習会

を受講しなければならない」との規程が制定さ

れました。 


